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1
9
97

年
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
歯
学
科
（UN

C
 

S
ch

o
o
l 

o
f 

D
e
n
tistry

）
の
歯
周
医
学
教
授
で
あ
っ
た
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
ら
が
、
米
国
ノ
ー

ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
チ
ャ
ペ
ル
ヒ
ル
で
開
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
歯
周
炎
が
い
く
つ
か
の
全
身
性
疾
患
と

の
関
連
に
つ
い
て
報
告
し
、「
歯
周
医
学
」
と
い
う
研
究
分
野
に
つ
い
て
提
唱
し
ま
し
た
。
今
回
は
前

回
に
続
い
て
こ
の
分
野
に
至
る
ま
で
の
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。 

ハ
エ
が
た
か
っ
て
、
肉
に
ウ
ジ
が
沸
き
ま

し
た
。
２
つ
目
で
は
、
ガ
ー
ゼ
に
ハ
エ
が
た

か
っ
て
ウ
ジ
が
沸
き
ま
し
た
が
、
肉
に

は
ウ
ジ
が
わ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
３
つ
目

の
ビ
ン
で
は
、
ウ
ジ
は
わ
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
実
験
系
は
、
た
だ
単
に 

歯
科
医
師 

 

東
海
林 

 

克 
  

歯
科
と
の
関
連 

 

オ
ラ
ン
ダ
の「
ア
ン
ト
ー
ニ
・
フ
ァ
ン
・
レ

ー

ウ

ェ
ン
フ
ッ
ク 

A
n
to

n
ie 

van 

L
eeu

w
en

h
o
ek(1632-1723)

」は
、
自
身
の

歯
垢
を
中
心
に
顕
微
鏡
で
観
察
し
て「
細
菌

（さ
い
き
ん
） b

acteria

」
の
存
在
を
確
認

し
て
い
ま
す
が
、「
細
菌
」
と
い
う
概
念

が
な
い
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
疾
患

と
の
関
連
に
ま
で
考
察
が
及
ん
で
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
分
野
の
発

展
は
停
滞
し
一
世
紀
以
上
の
時
間
が

経
過
し
ま
す
。 

 

◆ 

生
命
の
自
然
発
生
説
に
つ
い
て 

経
験
医
療
時
代
か
ら
、
後
の
細
菌

学
に
つ
な
が
る
“
命
題
”
と
し
て「
自
然

発
生
説
（
し
ぜ
ん
は
っ
せ
い
せ
つ
） 

Sp
o
n
tan

eo
u
s 

gen
eratio

n

」
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者

で
あ
る「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス 

A
risto

telēs 

と
歯
科
治
療
⑨ 

(384
-3

22B
C

)

」
が
、
“
多
く
の
昆
虫
や

ダ
ニ
な
ど
は
そ
の
親
か
ら
生
ま
れ
る
他

に
，
露
・
泥
・
ゴ
ミ
・
汗
な
ど
か
ら
生
ま

れ
，
エ
ビ
や
ウ
ナ
ギ
な
ど
も
汚
泥
か
ら

自
然
に
発
生
す
る
”
と
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
命
題
に
対
し
て
反
証
を
す
べ
く
実

験
を
行
な
っ
た
の
は
、
イ
タ
リ
ア
の
内
科

医
「

フ
ラ

ン
チ

ェ
ス
コ
・
レ
デ

ィ 

F
rancesco 

R
edi 

（ 1626
- 

1697

）
」

で
、
彼
は

1668
年
に
「E

sperienze 

In
to

rn
o
 

alla 
G

enerazione 

d
egl'In

setti

（
昆
虫
の
世
代
に
つ
い
て
の

実
験
）
」
と
い
う
実
験
を
行
っ
て
ま
す
。

実
験
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で

し
た
。
新
鮮
な
肉
を
１
つ
は
口
の
空
い
た

容
器
、
２
つ
目
は
緊
密
に
蓋
を
す
る
と

新
鮮
な
空
気
が
遮
断
さ
れ
る
と
の
意

見
に
応
え
て
、
気
密
性
の
高
い
蓋
で
は

な
く
、
多
孔
質
の
ガ
ー
ゼ
で
蓋
を
し
た

も
の
、
３
つ
目
は
緊
密
な
蓋
を
し
ま
し

た
。
実
験
結
果
で
は
、
１
つ
目
で
は
肉
に 

ハ
エ
に
肉
を
晒
す
経
路
を
遮
断
す
る
だ
け
で

は
な
く
、「
対
象
群
（た
い
し
ょ
う
ぐ
ん
）」
と

し
て
、
虫
を
通
さ
ず
空
気
を
通
す
ガ
ー
ゼ

に
よ
る
蓋
を
す
る
群
を
設
け
て
い
ま
す
（上

図
参
照
）
。
こ
の
実
験
は
、「
自
然
発
生
説
」

を
否
定
す
る
実
証
科
学
の
端
緒
と
な
る
画

期
的
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
代

で
は「
ハ
エ
」
が
自
然
発
生
し
な
い
こ
と
を
証

明
す
る
こ
と
は
で
き
た
も
の
の
、「
微
生
物

（
び
せ
い
ぶ
つ
） m

icroorganism

」
を
含
め

て
生
命
が
自
然
発
生
し
な
い
と
い
う
こ
と

を
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

 

 

 

 文献（５）より引用一部改編 

文献（２）より引用改編 

フランチェスコ・レディの実験 

ジョン・ニーダムの実験 

 

 



 

「
ル
イ
・
パ
ス
ツ
ー
ル 

L
ouis 

P
asteur

（1822
-1895

）
」
で
す
。
彼
が
行
っ
た

実
験
の
概
要
を
左
図
に
示
し
ま
す
。

こ
の
実
験
で
用
い
ら
れ
た
白
鳥
の
頸
型

フ
ラ
ス
コ
は
、
彼
の
師
匠
で
あ
る「
ア
ン

ト
ワ
ー
ヌ
・
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
バ
ラ
ー
ル 

A
ntoine Jerone B

alar 

（0802
-
1876

）
」
の
示
唆
に
よ
る
も
の

と
い
わ
れ
ま
す
。
彼
は
、
一
度
煮
沸
し

た
有
機
性
の
液
を
大
気
と
は
接
触
さ

せ
る
も
の
の
、
大
気
中
に
漂
う
粉
塵 

 

《
引
用
文
献
》 

（1）B
run

o
 G

. L
o
o
s, P

eriodontal m
edicine: P

ast, P
resent 

and F
uture;  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（2）
歯
周
病
と
生
活
習
慣
病
と
の
関
係 

80
20

推
進
財
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ 

（3）
啓
林
館 

生
物
第
三
部 

第

2

章 

第
１
節 

生
命
の
起
源

と
細
胞
の
進
化 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（4）P
e
rio

do
ntal m

e
dic

ine
 C

V
S
 &

  am
p slide

sh
ear 

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ 

（5）

O
n
line

 
c
oun

se
lin

g 
re

sou
rce

 
Y
C

M
O

U
 

E
L
e
arn

ing 

D
rive

…
 S

ch
o
o
l o

f arc
h
itec

tu
re

 sc
ien

ce
 an

d tec
hn

o
logy 

yaw
antrao

 C
havan

 M
ah

arashtra o
pen

 un
ive

rsity nash
ik 

4
222

222
, In

dia 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（6）S
lide

 base
 co

m
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（7）
夜
明
け
前 

風
吹
く
ま
ま
気
の
向
く
ま
ま 

身
の
ま
わ
り
か

ら
自
然
科
学
＆
函
館
の
話 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（8）B
io

lo
gy c

lassro
o
m

 H
isto

ry o
f m

ic
ro

bio
lo

gy

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ （9）

和
光
純
薬
時
報 

V
o
l.7

8, N
o
.2

, A
pril 2

0
10

 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ と
接
触
で
き
な
い
条
件
を
作
り
出
す
こ
と
で
、

粉
塵
と
接
触
し
な
け
れ
ば
液
体
の
中
に
生
物
が

発
生
し
な
い
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
彼
は

1861

年
に「
大
気
中
に
存
在
す
る
有
機
体
性
微
粒
子

に
関
す
る
報
告
。
自
然
発
生
説
の
検
討
」
を
発

表
し
て
、
自
然
発
生
説
に
一
応
の
終
止
符
を
打

ち
ま
し
た
。 

【
以
降
次
号
に
続
き
ま
す
】 

 

時
代
は
下
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
生
物
学
者
で
あ

る
「
ジ
ョ
ン
・
ニ
ー
ダ
ム 

Jo
h
n
 

T
u
rb

erville 

N
eed

h
am

e 

（17
1
3-

1
78

1

）」は
、17

4
6

年
に

『
顕
微
鏡
的
新
発
見
の
説
明A

n
 A

cco
u
n
t of 

So
m

e N
ew

 M
icro

scop
ical D

isco
veries 

』

を
出
版
し
て
、
前
頁
下
図
に
示
す
よ
う
な
実

験
を
行
っ
て
、
微
生
物
が
自
然
発
生
し
た
と

主
張
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
イ
タ
リ
ア
の

博
物
学
者
で
あ
る「
ラ
ッ
ザ
ロ
・
ス
パ
ッ
ラ
ン
ツ
ァ

ー
ニ L

azzaro
 
Spallan

zan
（i17

2
9-1

7
9
9

）
」

は
、
ニ
ー
ダ
ム
の
結
論
の
反
証
を
し
よ
う
と
左

図
に
示
す
よ
う
な
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
彼

は
、
２
つ
の
実
験
系
の
最
終
状
態
の
フ
ラ
ス
コ
内

の
液
体
を
顕
微
鏡
で
確
認
し
ま
し
た
。 

そ
の
こ
と
に
よ
り
い
く
つ
か
の
微
生
物
が

極
端
な
暑
さ
の
中
で
も
生
存
で
き
る
こ
と

を
証
明
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と

は
、
小
動
物
が
自
然
発
生
的
に
発
生
す
る

と
い
う
ニ
ー
ダ
ム
の
説
が
誤
り
で
あ
る
こ

と
を
証
明
し
ま
し
た
。
パ
リ
の
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
は
、
自
然
発
生
の
解
明
を
賞
金2

，

5
0

0

フ
ラ
ン
の
懸
賞
題
目
と
し
て
提
起
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
篇
の
論
文
を
ま

と
め
て
受
賞
し
た
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
生

化
学
者
で
あ
り
細
菌
学
者
で
あ
る 

 

 文献（6）より引用一部改編 

 

 文献（８）より引用改編 

ラッザロ・スパッランツァーニの実験 

“自然発生”と“生合成” 

 

 

 

パスツールはワイン産業の化

学者としてのキャリアをスタート

させ、酒石酸結晶の光学異性

化を研究していました。「ワイン

の腐敗原因を調べてほしい」と

いう依頼を業者から受けたこと

で、微生物がワインの発酵と腐

敗の原因であることを確立しま

した。「ワインの病気と微生物」

といところから、「人間の病気と

微生物」というところに発展して

いったとされています。 

 

 

 

 

 

パスツールについて 

季  刊 中通歯科通
信 NEO 

 


